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協
議
員
会
は
今 

７
～
８
月
の
協
議
員
会
で
の
報
告 

・
検
討
内
容
を
一
部
紹
介
し
ま
す
。 

① 

自
立(

律)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
の
取
組
内
容
（
防
災
マ

ッ
プ
更
新
、
広
報
、
里
山
事
業
） 

② 

「
民
俗
学
の
夕
べ
」
の
内
容
と

役
割
分
担
の
確
認 

③ 

熊
野
神
社
秋
祭
り
の
役
割
分

担
に
つ
い
て 

④ 

道
普
請
に
つ
い
て 

⑤ 

「
法
人
化
」
に
向
け
て
の
新
規

約
案
検
討
、
住
民
台
帳
作
成
に

つ
い
て 

⑥ 

自
治
会
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

大
会
応
援
に
つ
い
て 

⑦ 

辻
川
山
公
園
と
周
辺
清
掃
に

つ
い
て 

 当
面
の
予
定 

９
月 ２

３
日 

道
普
請
（
少
雨
決
行
） 

 

２
８
日 

辻
川
山
公
園
清
掃 

 

※
辻
川
区
住
民
台
帳
作
成
依
頼 

１
０
月 

１
２
・
１
３
日 
秋
祭
り 

１
１
月 

 
 

フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
植
替 

自
主
防
災
訓
練 

 

※
防
災
マ
ッ
プ
更
新 

１
２
月 

７
日 

隣
保
長･

各
種
団
体
会
議 

 

祭
礼
行
事
の
報
告  

◆
７
月
７
日
（
日
）
夏
え
び
す
祭 

 

鈴
の
森
神
社
の
本
殿
の
西
隣
に

位
置
す
る
恵
美
酒
神
社
が
、
宮
当
番

の
手
に
よ
っ
て
き
れ
い
に
飾
り
付

け
ら
れ
ま
し
た
。
梅
雨
の
晴
れ
間
に

３
０
名
余
り
の
お
参
り
が
あ
り
ま

し
た
。 

        

◆
７
月
１
４
日
（
日
）
夏
ま
つ
り 

 

鈴
の
森
神
社
の
本
殿
に
お
い
て
、

井
ノ
口
の
役
員
さ
ん
と
一
緒
に
祭

祀
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋
祭

の
宵
宮
に
井
ノ
口
と
一
緒
に
宮
入

す
る
よ
う
に
、
鈴
の
森
神
社
は
、
辻

川
と
井
ノ
口
の
氏
神
様
で
す
。 

 
 

 

 

 

      
（
本
年
度
の
宮
当
番
は
十
九
隣
保

に
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
） 

事
業
報
告 

◆
７
月
６
日
（
土
） 

隣
保
長
・
各
種
団
体
役
員
会
議 

① 

自
立(

律)

の
ま
ち
づ
く
り
交
付

金
事
業
に
つ
い
て
。 

② 

民
俗
学
の
夕
べ
の
詳
細
説
明
。

隣
保
長
・
各
種
団
体
の
関
わ
る

全
体
準
備
に
つ
い
て 

③ 

広
報
誌
「
辻
川
だ
よ
り
」 

第
５
０
号
発
行 

◆
７
月
１
９
日
（
金
） 

人
権
学
習
・ 

青
少
年
健
全
育
成
研
修
会 

明
日
か
ら
夏
休
み 

と
な
る
こ
の
日
に
、 

小
学
生
を
交
え
た
約 

６
０
名
の
出
席
者
が 

福
崎
町
教
育
委
員
会 

の
講
師
先
生
か
ら
、 

人
権
に
つ
い
て
学
習 

し
ま
し
た
。 

◆
８
月
３
日
（
土
） 

民
俗
学
の
夕
べ 

７
月
２
８
日(

日)

早
朝
よ
り
、
隣

保
長
さ
ん
を
は
じ
め
多
く
の
方
々

の
協
力
を
得
て
、
手
作
り
灯
籠(

大

２
２
個
、
小
１
３
０
個)

を
設
置
し

ま
し
た
。
今
回
よ
り
柳
田
國
男
生
家 
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「
辻
川
区
住
民
台
帳
作
成
に
つ
い
て
・
・
・
」 

区
長 

鈴 

木 

健 

文 

 

 
 

梅
雨
明
け
後
、
今
年
の
夏
も
連
日
猛
暑
が
続

き
、
残
暑
も
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
で
す
が
、
区
民

の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
元
気
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
さ
て
、
地
縁
団
体
の
法
人
化
に
向
け
て
現
在

新
規
約(
案)

・
細
則(

案)

等
の
作
成
検
証
、
資
産

調
査
等
の
作
業
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
し

か
し
、
当
初
、
１
０
月
に
予
定
し
て
お
り
ま
し

た
臨
時
総
会
を
開
催
す
る
に
は
、
ま
だ
ま
だ
不

十
分
で
あ
り
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
次

年
度
以
降
に
延
期
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

ま
た
、
申
請
に
は
自
治
会
の
構
成
員
の
名
簿

が
必
要
で
す
。
現
在
、
辻
川
区
に
は
住
民
台
帳

が
な
く
、
こ
れ
を
機
会
に
新
た
に
辻
川
区
住
民

台
帳
を
整
備
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
個
人
情
報

保
護
法
を
遵
守
し
、
保
管
管
理
は
区
長
が
責
任

を
も
っ
て
対
処
い
た
し
ま
す
の
で
、
何
卒
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
９

月
中
旬
以
降
に
、
各
隣
保
長
様
を
通
じ
て
記
入

し
て
い
た
だ
く
住
民
台
帳
帳
票
を
配
布
致
し
ま

す
の
で
期
日
ま
で
に
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

最
後
に
、
猛
暑
の
中
、
隣 

保
長
、
各
種
団
体
の
皆
様
の 

ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
今
年 

も
「
民
俗
学
の
夕
べ
」
を
盛 

況
の
う
ち
に
終
え
る
こ
と
が 

で
き
ま
し
た
。
本
当
に
あ
り 

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

4/28 グランドゴルフ大会にて 

吊り灯籠準備 

 

柳田國男生家前 

 

8/3 民俗学の夕べ 

 

http://www10.plala/


❤
辻
川
山
公
園
の
清
掃
協
力 

９
月
２
８
日
（
土
） 

７
月
２
７
日
（
土
）
に
予
定
し
て

い
ま
し
た
辻
川
山
公
園
清
掃
は
、
天

候
の
関
係
で
延
期
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
９
月
２
８
日
（
土
）
に 

再
度
、
２
ブ
ロ
ッ
ク
中
心
で
実
施
予

定
し
て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

 
 

 

前
に
設
置
場
所
を
一
部
変
更
し
ま

し
た
。
本
番
当
日
の
８
月
３
日(

土)

の
夕
刻
、
「
吊
り
灯
籠
」
に
ほ
の
か

な
灯
り
が
と
も
る
頃
、
２
４
回
目
と

な
る
恒
例
の
辻
川
区
「
民
俗
学
の
夕

べ
」
が
、
鈴
の
森
神
社
境
内
に
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。 

最
初
の
演
目
は
、
今
回
の
初
出
し

物
で
あ
る
バ
ル
ー
ン
パ
フ
ォ
ー
マ

ー｢
A

S
U

K
A
｣

に
よ
る
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
で
、
子
供
も
大
人
も
楽
し
み

ま
し
た
。
続
い
て
、
「
山
田
文
庫
」

の
か
わ
い
い
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
、
和
太

鼓
「
和
楽
」
の
勇
壮
な
演
奏
、
ジ
ャ

グ
リ
ン
グ
の｢

K
a
z
u

m
a
｣

の
息
を

呑
む
演
技
と
老
若
男
女
の
観
客
が

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
ト
リ
を
飾
る
辻
川
鬼
太
鼓
に

は
、
恒
例
の
小
学
６
年
生
の
子
鬼
と

ナ
レ
ー
タ
ー
が
登
場
し
ま
し
た
。 

各
種
団
体
に
よ
る
手
作
り
夜
店

も
盛
況
で
楽
し
い
雰
囲
気
を
盛
り

上
げ
て
く
れ
ま
し
た
。 

伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
三
世
代
交

流
、
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て
も
、
こ

れ
か
ら
も
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。 

      

   

☆ 

宵
宮 １

０
月
１
２
日
（
土
） 

 
 
 

☆ 

本
宮 １

０
月
１
３
日
（
日
） 

                    

    

 

☆ 

秋
祭
り
ま
で
の
予
定 

 

肩
合
せ 

 

１
０
月 

６
日(

日) 

大
鳴
ら
し 

１
０
月
１
０
日(

木) 

 

☆ 

熊
野
神
社
本
宮
の
予
定 

 
 

宮
入
開
始 

午
後
１
時
２
０
分
～ 

昼
休
憩 

午
後
２
時
５
０
分
頃
～ 

宮
出
開
始 

午
後
４
時
～ 

宮
出
完
了 

午
後
５
時
３
０
分
頃 

                        

第
３
８
回 

自
治
会 

親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

８
月
１
７
～
２
２
日 

一
回
戦 

○ 
 

３  

―  

３  

庄 

同
点
の
た
め
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
利 

二
回
戦 

 

○ 

１
１ 

―  

４  

長
目 

三
回
戦 

 

○  

６  

―  

６  

福
田 

同
点
の
た
め
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
利 

準
決
勝 

 

○  

６  

―  

３  

田
尻 

決 

勝 
 

●  

１  

―  

３  

板
坂 

 

仕
事
等
を
や
り
く
り
し
て
集
結

し
た
辻
川
チ
ー
ム
。
世
代
交
代
も
少

し
ず
つ
進
み
、
中
に
は
親
子
で
出
場

し
て
い
る
メ
ン
バ
ー
も
何
家
族
か

あ
り
ま
し
た
。
辻
川
チ
ー
ム
を
率
い

る
上
原
監
督
は
、
メ
ン
バ
ー
の
仕
事

等
の
都
合
を
考
慮
し
て
の
チ
ー
ム

編
成
に
頭
を
ひ
ね
り
な
が
ら
、
勝
ち

進
ん
で
い
き
ま
し
た
。
昔
取
っ
た
杵

柄
に
、
若
い
力
が
加
わ
り
、
ジ
ャ
ン

ケ
ン
の
神
様
も
味
方
し
て
、
決
勝
に

ま
で
進
出
し
ま
し
た
。
惜
し
く
も
優

勝
は
逸
し
ま
し
た
が
、
見
事
に
準
優

勝
と
な
り
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
連
日
応
援
に
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

      

                
 

     

編
集
後
記 

 

子
供
も
大
人
も
、
元
気
に
活
躍

で
き
た
夏
と
な
り
ま
し
た
。
み
ん
な

が
ふ
れ
あ
え
る
場
が
あ
る
と
、
多

く
の
人
が
集
い
、
地
域
の
「
和
」
や

「
元
気
」
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な
行
事
で
、

三
世
代
交
流
の
で
き
る
ふ
れ
あ
い

の
場
づ
く
り
を
企
画
す
る
こ
と
で
、

よ
り
よ
い
辻
川
区
に
な
る
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。
さ
あ
、
次
は
、

秋
祭
り
で
す
。 

 
 

 

〔
吉
田
〕 

準 優 勝 

自治会親善ソフトボール大会 

鬼太鼓 

 

   

       

 本
殿    《東側》 

《西側》   

 拝 殿 
   １．田尻 

２．大門 

４．中島                 ３．西光寺 

６．井ノ口                 ５．加治谷  

８．西野             ７．辻川  

１０．八反田           ９．北野 

１２．長目            １１．吉田 

                            １３．亀坪 

 

（辻川の休憩場所は屋台の東） 

 舞 台 
 

☆ 

屋
台
宮
入
順
と
宮
中
で
の
位
置 

 

秋
祭
り
の
ご
案
内 

 

新乗子は７名 

 

本年度も  

４台練り 

 

昨年度の本宮宮入 

辻川・加治谷・井ノ口・西野 

バルーンパフォーマー 


